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〈研究目的〉

(1)
ダ ンスの指 導 にお け る一 考 察(1)では "引 き出 し" の

言 葉 を含 み指 導 言語 が, 学習 をす すめ る上 で重要 な

役 割 を果 す との 結論 を得 た。 本研 究 では, 更 に小 学

校, 中学 校, 高 等学校 に対 象 を広 げ, それ ぞれ指 導

者 と学 習者 の両 者 に視 点 をあて, 指 導 言語 と学 習者

のVerbal communicationに つ いて分析 検討 し, あ わ

せ て その連 関 をみ よ う とす る もので ある。

〈研 究方 法 ・対象 〉

指導 言語 ・学 習者 の活動 状 況

学習 者へ の ア ンケー ト ・感 想
収 録 ・分 類

小 ・中 ・高校 各6時 間 計18時 間

〈結果 と考 察 〉

 指 導過 程(ね らい と流れ)・ 指 導 言語か ら指 導者 が

どの よ うな運 び です すめ て いるか につ いて 孝とめ た。
"流 れ"は 小 学校(以 下aと 略す

。 中学 校b, 高 等

学校c)は, 話 のす じか ら, bcで は運 動か らはい

り, 後半 に"み せ 合 い"が あ る。

総語数 とコ ミュニ ケー シ ョンパ ター ンでは, 指 導

言 語 を息の切 れ 目で分 節 して得 た総 語数 の値 と, 総
(2)

語数 に対 す るw, g, i, sの割合 を求 めると, abc共, 

wの 値 が非常 に高 い。

コミュニケーシ ョンパター ン 「ほめ言葉 」"ほ め る"

は学習意 欲 を高 め る点に お いて重要 なこ とか ら, 指

導 言語 よ り抽 出 し, wgiで み る と, Cで は全 てWに

発せ られて い る。説 明時 では 「パー ツて一杯 とんで

るか らい いの」・の よ うに具 体 的 に, 表現 時 で は 「そ

う～ うまい」の よ うに単 発的 な もの と 「とっ て もき

れい に伸 びて る人 い るよ」の よ うに全体 の 中 で個 人

を意識 させ るよ うな言葉 で, 特 にaに お いて は 「○○

さん,……」と 個 人に な され て い る。bcと す すむ

につ れて 「だ いぶ移動 で きる よ うに なっ た, ただ…

…」の よ うに"ほ め て次 には …"の パ ター ンが 多 く

み られ る。

指 導過 程 にお け る活動状 況一 図1一 各時 間の 流れ

の中 で下 段 を指 導者, 上段 を学 習者 として両 者 の時

間系列 を示 した。指 導者 が"動 か そ うと し"(引 き出

しを含 む)学 習 者が 働 い てい る"部 分 が, aで は

ほぼ一 致 し, 時 間が 比較 的長 い。bcで は前半 に そ

れが み られ 中半 か らの 断片 的な 橡 かせ てい る"活

動 に 黙みせ 合 い"が 続 い てい る。

 指 導過程 におけ る指 導条件 の分 類一 図2一 流 れ の

中で, 説 明時 ・表 現時 に与 え た条 件 の分布 を示 す も

ので あ る。"ねらい"は2～5, その他 の条件 は7～10

で"ね らい"よ り多い。全般 的 に指導 者 は, 繰 返 し

与 え る 黙ね らい"と, 中半 までに与 え終 わ るその他

の条 件 をかか わ らせ なが らすす めて い る。下欄 に示

した数字 よ り, 学 習者 は 黛ね らい""速 度""よ い連

続"の 条 件 を と らえてい る。

図1. 指導過程における活動状況

図2. 指導過程における指導条件の分類
a3 "雨" a4 "ガ ラ ス"

＊●-ね らい

＊■-説 明時に与えた条件

□-活 動時に与えた条件

＊下欄の数字は, 学習者が動 き

やすかったとした指導言語を

条件毎に分類したもので度数
を示す。
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指導 言語 「引 き出 しのこ とば」一 表1(次 頁)指 導 言語

に おい て, 学 習者 に気付 かせ た り選択 させ た りして, 
"動 きを引 き出 してい る"言 語 を抽 出 し分 類 した13)

表現 的 ・非 表現 的 ともにaは 間接 的 が, cは 直接的

が 多 く, bで は同 じ言葉 の繰返 しが 多い 。 内容 的 に

b6で は運動要 因がみ られ る。

指 導言語 「深 めの苧 とば 」二 表2一 ・表 現 的又 は

非表現的な言葉で学習者に気付かせながら, より上

手 にす るこ と を, "深 め の こ とば"と して とらえ, 抽

出 した もの を要 因 で分類 した。"深 め"方 には, 1つ

の事柄 を異な った要 因 で, あ るいは, 同 じ要 因 を言

葉 をか えての2種 類 が あ った。

指 導言語 と学 習者 の両 者 の連 関 をみ よ う とす る1

つ の方法 として, abc各 々1学 級 に 「ダ ンス」 に

つ いての 自由記 述 を単元 の初 期段 階 に求 め共 通 した

項 目を設定 し, 分 類 した。一表3「 ・

共 通 に'ダ ンス観""変 容""実 施 内容"に 高 い値 を

占め, 特 にbcは 同様 な傾 向 を示す 。
"ダ ンス観"を さ らに詳 し くみ るため に, 表44)

項 目を設定 し分 類 した。

表4と 自 由 記 述 で, abcの 曝ダ ン ス観"を 概

観 す る と, aは"体 で ・自由 に ・自分 な りの こ と

を表わ し ・感 じをこめ て ・汗 をか く程 動 い て ・表 現

の仕 方 を習 ってい くもの"bは'汗 をだ し ・感 じを

こめて動 くこ とを好 み ・身体 で表 わす こ との理 論 を

もちな が ら ・つ くる こ とに は楽 しさ と不満 を もって

い る もの"cは 泊 己表 出 に対す る是 非 ・動 くこ と

の是 非 を持 ち ・イ メー ジや感 情 を体 で表現 す るこ と

を理 解 し ・つ くるこ とに必要性 を認め つつ も苦 手 な

もの"と 言 え る。
"個 人 ・グルー プ"(表3)で は, 「お も しろい, た

の しい」 の個 人賛 成 ・「動 きが か た くな る, ま とま ら

な くて はい けな い」 の グルー プ否 定が, 個 人否 定 ・

グル ー プ賛成 よ り多 く, グルー プ指 導 に一考 の余 地

が ある と思 われ る。
"方 法へ の評価"(表3)の 中で, 指 導 言語 につ い

て, a1人, b6人, c7人 が ふ れてお り, 指導 言

語 に よ って, 燦 し く, 動 きやす くな った り"「 こ う

動 い て!」 の ように命令 的 な言葉 は ・意 欲 を妨 げ るう

な ど改 め て指導 言語 の むず か しさ を感 じた。

 以上 よ り唱

●ほ め 言葉 は説 明時 ・表 現時 共 に み られ, 又ほ め言

 葉 を手 が か り足 が か りと して高 め てい る。

●動 き を深 め るため に は2つ の方 法が あ る。

●指 導条 件 のね らいは, 流れ にお い て通 され, その

他 の条 件 を含 め なが らね らい を達 成 しよ う として

い る。

●引 き出 しの言葉 は, 小 ・中 ・高 ともみ られ, 質的

推移 が あ る。 これ は指導 の はい り方 に影響 され る

ので はな いか, と思 わ れ る。

●「ダンス」 を意識 で は同様 に とらえて い るが, "つ

くり出 す"と か"感 じをこめ る"が, "精 一杯 動 く"

 こ とに よ って あま り負担 に な らない よ うな小 に対

 して, 高 は 働 く"こ とよ りも, "つ くり出す""感

 じを こめ る"に 意 識 があ り, それが か え って動 き

 へ の不安 と して あ らわれ て いる よう で あ る。

 今 後, この よ うな 黙ダ ンス観"を め ど として, 指

導 にお け る言語 ・流れ 等 を よりよ くす るため に検討

し, 学 習者 にか えす 必要 が あ る。

注1. 高等学校の指導者を対象とし, その Verbal communica-

tionを手がか りとした研究

注2. 舞踊学 第3号 「ダンスの指導における一考察(1)」参考

注3. 同 上

表2. 指 導 言語 「深 めの こ とば」

表3. 自 由 記 述 の分 類

表4. 自由記述"ダ ンス観"の 分 類
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表2. 指 導 言 語 「 引 き 出 し の こ と ば 」

a

b

C
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